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南　瓜　の　簡　易　育　苗　に　つ　い　て

小原房雄．高橋慶一．小野公二

（岩手県囲試）

1　ま　え　が　さ

芳香南瓜の増収を計る為には育苗による裏が重要な

粂件であるが，現状では育苗による繁雑さから直播栽

培が多いので．よ少簡易化された育苗法を確立する為

に昭和36年～37年の2カ年にわたって簡易育苗を

とわあげ試験を行なった．以下その結果を報告する．

2　試　験　方　法

簡易育苗は．移植鉢に播種し無移植で陽勲育苗した

ものと．播種を電熱温床で行なレ㍉　移植後に腸熱育苗

を行なったものにつhて，温床育苗及び直藩と此較し

た．仕立方法は親づる1本仕立．栽植距離．240用

×60錘，供用品種　芳香南瓜，試験規模1区23ガ

3連判とした．

試　　 験　　 区 播　 種　 舶 定 植 拗 備　　　　　　　　　　 考

温 床 青 首 4 月 1 0 日 5 月 1 5 日 子 葉 展 閑 後 径 1 2 伽 の 植 木 鉢 に 移 楯 す る

簡 易 青 首 A （陽 熱 無 加 温 ） ′ 〝 径 1 2 蝕 植 木 鉢 に 播 種

簡 易 育 苗 8 （移 植 床 陽 熱 ） 〝 ′ 温 床 に 播 種 し子 葉 展 開 炭 植 木 鉢 に 移 鹿 す る

直　　 播 5 月　 2 日
－

3　験鹸結果及び孝義

第1図は育苗時の温度を示したものであるが，何れ

も温床青首区が最も高く，簡易青首区がこれに次ぐ．

9時気泡では．席易育苗区は温床育苗区よ少　2℃低

く．外温よ少約5℃～6℃高い．最高気温は．簡易育

市区と温床育苗区の差は明らかでないが，外泡との差

は4月中では約10℃．5月では6℃－7℃の差が見

られた．最低気温は．簡易青首区は温床育苗区よカ3

℃－4℃低く仁外温よ少3℃－4℃高い．地温は簡易

青首区は温床育苗区よ少7℃～8℃低く，外盤上カ3

℃んr4℃　高い．従って簡易温床は電熱温床よ少佐い

が，地温，昂低気温ともに．外温工少高く生育障害も

見られなかった．なお5月に入って夜冷育苗を開始し

た為一時床内温度が下降したが育苗後期は外温の上昇

に伴ない高温気味であった．

第1表　　定植時における苗の生育

（37年5月14日））

　 日

試験区

子葉 （双葉） 本　 葉
草丈

（蹟）
菓　 故

クテ
re■）
ヨコ
re■）
タテ
r仇■）
ココ
re■）

温床育苗 7 9 5 0 15 2 15 4 28 2 4 0

簡 易育苗 A 9 3 5 9 12 6 1 2 9 22 0 2 4

簡易育苗 B 6 4 4 5 9 5 8 5 l a0 2 5
直　　 播

－ － － － － －

＊発芽日数　　温床捕種　　→4日　直体→10日
簡易温痢李種　→9日

（最高上最イ良）
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（昭37観測）

第1図　　湿度表（気塩と地温）

従って育百時の温度が定植時の苗の生育に影響し第1

表に見られる様な生育差を示したが，簡易育苗A区では

発芽に日数を要し．又簡易育苗B区では，移植後の温度

低下にエ力持着が連れたが．何れも良苗が得られた．



1日

第2衣による生がでは，こiじ隼は初硯生育は，土壌

の乾燥状態が続き，中期生育婚」に雌花の開花時は両天

続きで，悪天候であったのにkL，37年度は天候に

恵まれ，初期生育は適鮎で開花時の附も少く，倣調を生

育であった．試験区間に於いて初郁生育に差が見られ

たが定植乞■′＿1カ月後の6月15日では，直痛を除き殆

んと　生育差が見られをかった。

第2責　　　　　　生

第3表の雌花のじ胴と針ィ、ン二転直柿で鳥肌1雌イとは仮肝二

位に開花する傾l柾が見られるがで哉区は柵速く成る様

である．然し2－3番花では逆にlrl‾拓より近くなる傾

向が見られた．又で■均闘花lは　簡易自訴／・．kか症候

よ　利斗Ihが　冊易自前か区では2日粁此れた．スIr】

稀では育苗より6日－10日戯れた．

夏　 試 験 区 5 月 l ti日 5 月3 0 日 6 月 1 5 日 6 月3 （＝］

革　 毎 ） 葦　 数 草　 丈匝 ）乗　 数 革　 も 彷） 乗　 数 rJ■： ㌔ 劇）乗　 数

昭
温 床 育 苗 26 2 3 9 3 4．8 4．5 54 7 1（13 2 25 7 2 4．3

36
簡 易 育 苗 A 1 1．0 3 2 16 4 4．6 4 2 9 8 9 2 46 4 2 2 9

簡 易 育 苗 ち 9 5 3 7 17 3 5 1 3 7 7 9 0 22 99

1 〔略3

2 4 0

1 20
直　　　 播

－ － 1 1．8 5 1

5 月 1 4 日 5 月3 1 日 6 月1 5 日 7月 3 日

昭
温 床 育 苗 28 2 40 3 8．1 66 14 q 8 13 9 4 22 2 3 1．4

3 7
簡 易 育 苗 A 22 0 24 23．9 5 5 138 3 11．9 4 16 7 2 9 3

簡 易 育 苗 B la 0 2 5 23．6 5 9 138 6 13．2 4 12 5 2 9 2

置　　　 播
－ － 11 4 12 2 4 6 5 6 15 4．5 1ユ7

第3表　　第1♀花の開花節位及平均開花日

年

次

　 試験 区

調節項
温 床 育苗 簡 易青 首 A 簡 易 青首 B 直　　 播

昭

3 6

1 0 節 以下 4 0 声 一　節 14．0 節 2 8 0努

1 1 － 1 5　 節 2 8 0 5 8 0 2 2 0 4 8，0

1 6　 ・－　 2 0 4 8 0 2 5 0 4 6 0 2 1．0

2 1　 ～　 2 5 16 0 2 5 0 l a O 5 0

2 6　 －・ 3 0 4 0
－ －－ －－■

平 均 開 花 節 位 17 3 節 1 7 2 節 1 6 7 節 1 3 1 節

平 均 開 花　 日 6月 2 8 日 6月 3 0 日 6 月 2 8 日 7月 6 日

昭

3 7

1 0 節以 下 la O l G O 1 9 4 3 5 7

1 1　 － 1 5　 節 3 2 3 6 8 0 5 4 8 4 8 4

1 6　 －　 2 0 3 5 5 2 a 3 2 2 6 7 1

2 1　 ′－　 2 5 1 9 2 3 3 a 2 7 1

2 6　 ～　 3 0 － ユ3 －
a 7

平 均 開 花 節 位 16 8 節 1 4 7 節 l a 9 節 1 2 3動

平 均 開　 花　 日 6月 2 2 日 6 月 2 4 日 6 月 2 1 日 7 月 8 日
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第・1衣　　　　蔚　　　果　　　ヰ；　　　　（昭37）

直　　　播混 味 付 前 簡易育苗「 A 簡易f 萌甫　 3

捌花数 尤i・一灯畝 羞火車 鋸花数 羞＝失敗 羞果率 閑花数 着果数 新黒牛 り†日と数 着果こ数
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3 7 1 5 9 5 8 0 3 0 （1 3 1 （1 0
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a O 2 6 3 3 0 0 0
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虫7月15日迄に開花したものを′示す．

第　5　表　　　収　　　　　量

年

次

調査項

試験区　 目

1 0 枚当 1 0 8 当
1 年’

平均重

し閂

収量比

（菅警 告） F　　　 表
個　 数 重 畳

（乃

個　 数 重 ㌔

昭

36

温　 床　 青　 首 lL 8 16 4 2 1 8 00 1，108 1，39 2 13 3
　 ●◆徽
F 8 1．7 48 0

簡 易 青 首 A 11 8 16 3 66 8 0 0 1 10 5 1 3 8 7 13 3 L SD　5努　2 98 7

簡 易 育 苗 B 13 9 1邑174 9 4 0 122 9 も3 0 7 14 7 1努　45 25

直　　　　 轄 8 7 12，3 4 6 5 9 0 8 3 3 1，4 1 9 10 0

昭

温　 床　 青　 首 2（12 36．2 79 1，4 0 2 Z 5 18 1，7 9 5 17 4
　　 し・＝■
F 55 78 3

簡 易 青 首 A 22 6 39 6 84 1．5 68 2 75 4 1 7 5 6 19 0 L SD　5界　4 18 6

3 7 簡 易 育 苗 B 2 1 1 4q 1 44 1，4 64 乙78 6 1，9 0 3 19 2 1努　7 3 6 5

直　　　　 播 12 7 2（18 7 0 8 8 1 1 44 8 1，6 4 3 100

第2図　重量別収穫個数l n株当り（昭37）

第4表の着果率では，天候に左右され年度別差は見

られるが，簡易育苗区が高く中でもA区はB区よカ4

第程高く，直播よ如ま10界程高い．なお温．床育苗区

は第1雌花の開花期に雄花が不足し綬粉不完全のもの

も見られ低下する傾向が見られた．

第5表の収昇では，簡易育苗区でも温床育苗区に劣

らぬ収厨を示し・直播区は明らかに低収義で，37年

匿では簡易育苗区の60弱程度の収蒐である。

第2図搾よる重量別収骨では，芳香南瓜の特徴を成

す1．5Ⅹ′－2【タの多い区は簡易育苗区であれ鮎床育

苗区，直播区は少ない傾向が見られた∴


